
 

 

 

 

 

 

2014 はる 

大沢 仁（昭和 30 年 2 月 23 日生） 

かなの家のなかまで最高齢。音楽センスが抜群であり、地域のカラオケ大会では優勝経験もある。かなの家バ

ンドでは、ダンスボーカル担当。その特技を生かし、週一回めぐみグループのダンス講師を行っている。 

『かなの家のみなさんへ』 

  2年ぶりに、みんなの懐かしい、変わらぬやさしい笑顔に出会えて、

とても嬉しかったです。どうして、みんなそんなにやさしいのだろう・・・、

これは、僕がみんなと一緒に暮らしていた時から、ずっと思っていたこと

です。僕は、みんなのあまりのやさしさに甘えて時に傷つけてしまったこ

ともあったのに、みんなは僕のことを何事もなかったかのようにゆるして

くれました。僕にとって、みんなは目標の人たちです。 

 

これからも、みんなのやさしさに触れるために、たくさんの人たちが、

かなの家を訪れるでしょう。どうぞ、元気におすごしください。 また、

会いに行きます。祈りのうちに。 

中野里 晃祐 

（コンベンツァル・聖フランシスコ修道会神学生） 

 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114   静岡市葵区安倍口新田６５－５ 

TEL       ０５４－２０６－０８３０ 

FAX       ０５４－２９４－８０７０   

 

なかのりさんからの手紙 

 

※中野里さん（写真右）は、平成 20年 11月

～平成 23年 9月まで、家庭のアシスタント

として、かなの家の仲間と共にすごして下さ

いました。 

 

 

 

 

  

 

 

えぇ！？表紙？ハハッ！いやー…（照）  

今は…ふふっ。全然変わってないけどね。もうすぐ誕生

日が来るでしょ？若さが…ね（笑）どこが変わってないっ

て言ったら「顔」…かな（笑）前から全然変わってない。 

 今は勉強中。人に教えることをね。特にアシスタントに。

ダンスを孝一さんとか横山さんにね。 

これからどうしていこうか考え中。何をしようかなっ

て。バンドもやりたいし。曲はなにがいいかな？これから

考えとく！       

平成 26年 2 月 17日インタビュー 

 



 

「宝物」 

知的障がいを持った幼いお子さんとご両親が訪ねてこられました。お父さんもお母さんもそのお子さんをとても愛していらっしゃ

ることが伝わってきました。一方でお母さんの表情には、希望と期待、そして不安と緊張が混じり合っているようにわたしには感じ

られました。待ちこがれた新しい命が障がいを持っていると告げられる時の〝思い″を共感する力は私にはありませんが、きっと

心の陰りとなっているのではないかと推測するだけです。 

その前には、１０代後半の知的障がいの娘さんとお母さんが数日滞在されました。娘さんの将来の生活の場を探しておられるとの

ことでした。知的障がいを持った人たちがこの社会で生きていくことは多くの困難がありますし、喜びを持ってとなるとさらに難しい

と思います。 

 35年前にかなの家が始まった時、障がいを持つものと持たないものが共に働いて生きていく場を作ることを目指しました。施設

から出てきた仲間はとても変わってゆきました。しかしいくら頑張っても力の限界があります。仕事で一人前の人と認められること

は出来ませんでしたし、逆にかなの家の中にも能力主義が見えてきました。そんな壁にぶつかった時、ラルシュの創立者ジャンバ

ニエさんから大切なことを教わりました。 

「仕事は大事で意味があります。でももっと大切なのは友情－心の世界です」と。 

そう言われてみると私が懸命に仕事をするのは、心の奥の叫び、渇きを満たそうとしているのだと気づきました。知的障がいを持

っている仲間達と同じ渇きです。でも彼らは仕事や趣味でごまかす事をせず、素直に「自分を見てほしい」と表現します。私にも

同じようにできたらいいな～という思いが頭をよぎりますが・・・なかなか難しいです。 

 知的障がいを持った人たちは持たない人たちより、心の世界で生きることを大切にできる人たちだと思います。人との関わりを

大切に生きることが、みんなが求める平和と幸せにつながっていくと思います。それを教えてくれる〝教師″が知的障がいを持っ

た人たちだと心から思います。 

知的障がいを持って生まれてきた小さな命に大きな宝物が隠されていることを、幼児を慈しんでおられるご夫婦の姿からあら

ためて教えていただきました。 

コミュニティーリーダー 西田正志 

 

最近の主な出来事   2013年 11月後半 ～ 2014年 2月前半 

11 月 20 水 イエズス会修練者 山内 豊さん ・・・１ヶ月間の体験開始  

 29 金 11 月の誕生会 ・・・熱い歌、異次元ダンス、かなの畑のさつまいも特製ケーキ  

12 月  7 土 理事、評議員、アシスタントの有志がラルシュ憲章の勉強会  

11 水～12 木 英隆一郎神父さんと共に、家庭及び仕事のアシスタントの分かち合い 

13 金 11 月の全体会（かなの家全員の分かち合い） ・・・手作りドキュメンタリー映像    

14 土 精神科医 武井陽一さんと共に、杉山なつみさんのケースカンファレンス 

 18 水 静岡双葉学園中高生ボランティアによるクリスマス 

 19 木 山内 豊さんへの感謝の会  

20 金 12 月の誕生会 ・・・みんな大好き澤田和夫神父さんと共に  

〃  静岡聖光学院高校生ボランティアによる大掃除 

25 水 クリスマス会  

27 金 仕事納め、餅つき大会 

1 月 17 金 新アシスタント久保田潤さんのサイン式  

   18 土 白石仁美さん（親業インストラクター）のワークショップ  

24 金 １月の誕生会 

   25 土 袋井デンマーク牧場 講演会へ仲間とアシスタントの有志参加 

   31 金 スーエンさん、ゾーエルさんの来日。国際ラルシュからのお客様 

※ 詳細はラルシュかなの家ブログをご覧ください。最後のページの奥付にアドレスがあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Let’s have  

 
経験や文化が違う人々の間で友情が育つとしたら、 

それは人が人として出会っているからで、伝統を共有

しているからではありません。私たちが人類の一員だ

からです。 

ジャン・バニエ『人間になる』８７-８８頁 

コミュニオン、してますか？一緒に考えてみませんか？ 

傷ついた心を持つ人は、しばしば他者を傷つけてしまう。 
 
しかし、傷を持っているという弱さを、他者と共有するこ 
 
とで、新たな絆が生まれることがある。 

～コミュニオンやらざあーー！！～ 

 

重なる３つのハートは、コミュニティーに属する人たちの傷ついた心を表して

います。かなの家もそうですが、コミュニティーに招かれている人は、何かしら

傷を抱えているようです。傷ついた人同士が傷つけ合う現実に、日常の中でしば

しば直面します。 

その一方で、傷を共有することを最近知りました。傷ついた体験を語り、分か

ち合うことによって、喜びや赦しの気持ちがお互いに生まれるようです。 

傷は分裂をもたらすと同時に、人と人を繋げる、コミュニオンの源泉のように

思えます。 

※やらざあ＝静岡弁で勧誘の意 

はじめまして、久保田潤（くぼた じゅん）です。昨年の７月に初めてかなの

家に来て、そのまま住んでいます。現在つどいに住んでいます。 

自然豊かな場所と、ちょっとうるさいけど優しくて楽しい仲間の皆さんに囲ま

れて、とても充実した毎日です。 

疲れていたり、忙しかったりすると機嫌が悪いのが顔や態度に出るのが欠点で

すが、早く一人前になるよう努力しますのでよろしくお願いします。 

家庭アシスタント 久保田 潤 

COMMUNION!! 

新人の紹介 ひっさしぶりにアシスタント誕生です☆プロレスを愛する静岡
しぞーか

人！ 

人が人として出会う、こんなジャン・バニエの言葉に触れると、友情ってホントにすばらしいと思いますね。 

翻訳ボランティア   濱本 義信 



 

 

 

 

 

 

 

かなせっけんから、大切なお知らせ 

  いつもかなせっけんをご利用いただき、誠にありがとうござい

ます。この度、かなせっけん商品につきまして 4月 1日から始ま

る８％の増税を、現行通り行わせていただきたいと思います。 

今まで、内部努力で価格を維持してきましたが、内部努力では

吸収する事が困難であるとの判断に至りました。お客様には事

情をご賢察の上、何卒ご理解を賜りますよう 

お願い申し上げます。 

品質は変えず、これからも魅力ある商品をお届 

けいたします。今後もかなせっけんを宜しくお願 

いします。              かなせっけん販売促進委員会                         

編集；柗永真美（まつながまさみ） 政島香織（まさじまかおり） 林健二 
印刷；社会福祉法人ラルシュかなの家 プリントハウスまどい 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114  静岡市葵区安倍口新田６５－５  TEL ０５４－２０６－０８３０  FAX ０５４－２９４－８０７０ 

E-MAIL;larche_kana@yahoo.co.jp WEB;larchejapan.org ブログ;larchekananoie.blog.fc2.com 

郵 便 振 込   00870-9-17938 ラルシュ かなの家 

 

 

昨年の 2013年から、まどい作業所のめぐみグループで陶芸作業が始まりました。めぐみグループ

のなかまが使いやすい道具や、片付けやすい棚などすべて手作りで製作し、まずは作業場作りから

始まった陶芸。アシスタントも陶芸は初心者。知識もないまま、製品が出来るのは何年後・・・？

なんて話をしていたら・・・。1 年も経たずに出来ちゃいました☆近所の陶芸の先生が直々に教え

てくださったり、道具や材料を寄付してくださったり・・・とトントンと進んでいき、記念すべき

最初の製品が出来上がりました。すべてめぐみグループのなかまがひとつひとつ手作りしたハンド

メイド商品です。多少のゆがみやカラーの違いなどがありますが、それがハンドメイドの良さでも

あります。同じものはなく、世界にただひとつの商品です。まだ、種類は少ないですが、これから

技術を上げ、いろいろな商品を作っていきます。今後の商品にも乞うご期待☆★ 

  

 

 

 

現在は、ストラップやペンダントを中

心に売っています。柄は、ラルシュの

マークや十字架、四葉、ハトなど、シ

ンプルなモノが多く、どんなモノにで

も合わせやすいデザインになっていま

す。バックにつけたり、身に着けた

り・・・ただ飾るだけでもオシャレな

演出を作り出します。まどいはもちろ

ん、バザーや地域のイベントの出店で

販売しています。 

 

  
 


